
別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 30 年 8 月 31 日

)

名 46 年 4 月 1 日

基　本　調　査　票

ＵＲＬ

施設長氏名

調査対応担当者

保育理念
・安心して子どもを預けられる保育園 ･子どもが楽しいと思える保育園 ･地域に開かれた保育園
保育方針
・子どもが安心して生活できる環境を用意し、主体的活動を保障する
・子どもの安全と健康を基本にして保護者の協力の下に、家庭教育を支援する
・地域における子育て支援を推進し、公的施設としての社会的役割を果たす
子ども像（保育目標）
１.いのちを大切にする子  ２.バランスよく食べよく眠る子　３.友だちを大切にし仲良く遊ぶ子
４.はなしたり聞いたりする力をつけ考えて行動できる子  ５.創造性豊かで物事に感動できる子

本調査票の記入日：

帯津　みち子／岸本　朗 （所属、職名：

川越市

平成

〒

帯津　みち子

園長／市保育課副主幹

川越市

種別

０４９－２２４－３３７１

imanari-ho@city.kawagoe.saitama.jp

３５０－１１０５
川越市今成２丁目５番地１０

０４９－２２４－３３７１

設置・運営主体

　設置主体

　経営主体

平日：７：００～１９：００
土曜：７：００～１４：００

開設年

理念・基本方針

利用定員

保育所川越市立今成保育園

http://www.city.kawagoe.saitama.jp/kosodatekyoiku/azukeru/hoiku/ichiran.html

昭和90

事業所名

電　話

FAX

Email

（施設名）

所在地

　　開所時間

（通所施設のみ）

mailto:imanari-ho@city.kawagoe.saitama.jp
http://www.city.kawagoe.saitama.jp/kosodatekyoiku/azukeru/hoiku/ichiran.html


【利用者の状況に関する事項】 　 　

○成人施設の場合（老人福祉サービスを除く）

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名

○老人福祉サービスの場合

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

18～20歳未満18歳未満

合　計

60～65歳未満

90～95歳未満85～90歳未満

60歳未満 70～75歳未満65～70歳未満

０歳児

１歳児

５歳児 20

計 6

1

１クラスあたり
平均保育士数

2

3

１クラスあたり
平均児童数

○保育所の場合（通常保育）

利用児童数

19

18

1

90

17

91

14

18

3

－－

20

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

25～30歳未満20～25歳未満 35～40歳未満

50～55歳未満

30～35歳未満

45～50歳未満 65歳以上60～65歳未満40～45歳未満 55～60歳未満

合　計

80～85歳未満75～80未満

2

2

3

　

19

95歳以上

４歳児

1

クラス数

２歳児

３歳児

1

6

12

定　員

8

10

1

1



○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （

【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所を除く）

10

栄養士・調理員 　

（常勤換算

人）

2

4.4（常勤換算

保健師・看護師

人）

非常勤職員数

保育士

人）

常勤職員数

1

20

その他（栄養士・調理員 人

17

2

人

0
うち

1

（常勤換算

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

うち
　

人人保育士

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の異
動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。

1

その他（

（２）前年度採用・退
職の状況

歳）42.7

3 年）（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数

退職

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢

非常勤：

非常勤：常勤： 1

人）3.68

常勤：

（常勤換算パート職員

42.7

人）（常勤換算

0.8

用務員

保健師・看護師

2.8

　

採用

（例）救護施設における通所事業（定員５名）



（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人その他 10

登録１ヶ月3000円
未登録1日150円

年度における実習生の受け入れ数（実数）

保育業務を主とし環境整備等、音楽演奏、伝統的な遊びの指導、手品、パネルシアー、絵本読み聞か
せ等

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

社会福祉士

○

・平成 29 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

事業名

　延長保育

　アレルギー等対応給食

　一時保育

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

　乳児保育

○

○

○

利用料

　障害児保育

実施の有無

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

15

介護福祉士

　休日保育

・平成

　その他（事業名：

29



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

室

室

室

室

室

㎡

6.19 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

平成 13

平成

㎡（延べ床面積÷定員）入所(通所)者１人あたり
（１）建物面積

　

（５）主な設備

○成人施設の場合

年

　

㎡

年

児童１人あたり

（４）建築（含大改築）年

○保育所の場合

児童１人あたり
（２）園庭面積

（１）建物面積
　　（保育所分）

　耐火

　耐震

　耐震

（３）耐火・耐震構造

　耐火

　

（２）居室数
　（入所施設の場合）

　個室

　２人部屋

　３人部屋

　４人部屋

　５人以上の部屋

（４）建築（含大改築）年

9.62

557

㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

　 865.63 ㎡

（３）耐火・耐震構造

１．は
い

２．いいえ

１．は
い

２．いいえ

１．は
い

２．いいえ

１．は
い

２．いいえ



【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）0 （平成

・周囲には、自然がたくさん残っているので、散歩を通して、季節毎の自然との触れ合いやザリガニ
釣り、カエル取り、草花摘みなどの遊びを積極的に行っている。
・年長組になると、じゃがいもや夏野菜などの栽培を行い、収穫したものを給食の献立の中に入れて
もらい、食への興味関心を育てている。
・毎週１回午後のおやつ後には、全園児がホールに集まり、歌や手遊びをして交流している。大きい
子の歌を聴くことで小さい子も覚え、歌うことを楽しんでいる。
・３～５歳児は登園後、担任や保護者とロールマットでマッサージを行い、心身の緊張を取り、一日
のスタートとしている。その他、リズムや雑巾がけなどを行い、身体作りに積極的に取り組んでい
る。
・お楽しみ会や伝承遊び会では、地域の方に声をかけ参加をお願いしている。また、終了後には、園
長・副園長と懇親会を行い、貴重な意見を伺うことができている。

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

・各クラスの懇談会（年２回）
・保育参加（年１回）
・保育士体験（保護者アンケート）
・必要に応じて個人面談
・食物アレルギー対応についての会議（月１回）
・声の箱の設置
・行事ごとの保護者アンケート（夏まつり・運動会）


